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'
週
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対
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引

き
健
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均
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仕
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隊
寄
託
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生
治
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縄
L
目
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と
祉
会
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の
促

f
図
る
た
め
の
Z
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充
実
に

努
め
2
す

S
た
卑
宵
馳
味
線
松
ド
い
つ
い
て
も

帽
の
纏
過
を
例
"
ま
す

国
民
健
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保
健
隈

T

存
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の

ま
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汁
鴛
と
し
て
国
mm
加
入
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・R
の
也
実
と
と
色
に

・・
6
健
康

-
az
k
M
V
ん
-
m
a
の
を
・
噂
め
肉

k
に
"
の
-a十

・さ
ら
に

MR
a

z
z
g
Z品
Zか

誌

に

よ

t
a
E曾へ
も

鋤
庫
金
行
い
ぞ
の
，

.e健
温
し

釜
す

入
植
が
尊
量
古
れ
る

ふ
れ
あ
い
由
あ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
宣
い
の
怪
値
観
や
人
崎
健
を
喧
か
め
あ
い

い
を
い
き
と
し
た
⑤
た
た
か
ゐ
の
お
る
地
鰻
位
舎
を
つ
く
る
た
め

つ
ぎ
の
を
つ

U
R績
を
，
，
め
ま
，
.

岡

相

対

鋼賢

凶

a
R
5
2
4磁

の

2
し
て
白
日

開

吋
・
-
Z
A
W
針
醐
i
・
づ
、
て
同
相

b
伎
を
鎗
合
的
処
壊
的
l
・・
道

L

M
個
陶
・
の
早
期

m
A伏
に
向

け
て

1
6
ii

そ
の
a
a
I
B
め
た
っ
て
u

uz

f
t
t
E
2詰
銀

内
で
の
・
絡
事
需
の
z
aと
と
も

e
E
F
t-
F業

再

2
1
2の
2
6

陶
け
て
・
温
し
ま
す
M

“na嶋
・
・

-P
R
と
し
て
は
t

s
R
2
2
・kaa

E
S
Z
E
畑中
世

2
2
2
2
2
A
S
 

E
S
I
f
t
z
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人

Z健
に
つ
い
て

U

傭

次
人
像
梅

e・
通
針
由
6
‘
づ

s

t
:
z
s
?
?し

た

i

T

iし
ま
す

男
女
災
筒
.
，
画
社
会

明
従
来
同
・・
・
社
会
の
実
現
仁

向
け
「

k
i
p
s

-e
B
m
R
s・
-
金
金
集
結
L

2

2
Hの

f品
;

す

市

民.. 
加

K
M
・
M
・

-a帽
と
の
阿
限
必
克
也

と
し
て
皮
鮮
代
R
附

-
A
d
l

Jaaに
お

1
f
r
uu

‘町
民
・
員

.

惨
民
警
の
織
遭

お
よ
び
受
け
入
れ
を
付
い

の
内定
犯
を
国
Hqez
f

• 

市

受.. 
民

阿
川

tの
E公
"
の

E

化
で

幽
聞
か
れ
'h
hm
伎
の
健
趣
に

野
め
る
と
と
も
に
引
・5
・
S
U

E
t
2
ι
a
E
u
a
 

省
艇
に
的
修
ま
た
忠
敏
に
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L
t
i
t
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E
「
f
ど
も
級
会
」
を
引
会

後
員
削
憧

L
g
AT

活
力
と
魅
力
あ
る

地
価
喝
経
済
を
培
う
社
会
を
め
ざ
し
て

依
燃
と
し
て
鐙
し
い
aE
講
贋
淘
の
も
と
諸
問
身

9
1ピ
ス
慣

の
質
的
白
河
ょ
や

a飾
奥
の
a
-
R
墨
値
観
塑
側
地
調
舟
幽"の

a興
に

m

m
足
す
る
た
め
引
き
畿
を
za
史
芯
治
島
町
房
院
げ
る
こ
と
創
で
畠
E

る
さ
つ

つ
w
の
よ
zう
写
植
娠
を
す

'eま

'
・

光

「
水
取

"
の
こ

'
b
n
m・
の
告

の
背
」
と
緯
ま
れ
た
一
町
内
企
旬
必

z
;は

じ
の
と
す
る

&
E

金
行
棋
を
大
切
に
し
て
限
定
書

g
p
i
;
7
L情

報
の

自

の

主

品

:

す

ま
た
ヨ
シ
ペ
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虜
量
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指
・
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割
足
脊
の
・
の
低
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努
め
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阻
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f
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t
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防
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叱
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・
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磁
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・膏
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ョ
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a
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憲
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3
月
別
目
ほ
園
民
健
康
保
険
料
第

m期
分
の
納
期
限
で
す
・
納

qL除
便
利
芯
口
座
鑓
留
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

行

政

圃
有

恩

霊

語

手

睡

圃
瞳
情
乗
車
桓
の
車
新

市

5
2
E
F
T
-は
Z

F
a鴨
&
苦
悩
侍
っ
て
lv
る
人

t
奈
良
交

aパ
ス

f
Tパ
ス
市
内
令
官

5
2
F

交
付
し
て
も

1u以
前

t
zし
で
乗

車

笹

を

せ

t
i
(
m
F
t
2

4
4
G
i
f
t
E
T送

付
し
ま
す
色
、
必
紛
緩
ま
で
の
人
で
舗

た
優
作
象
車
留
慣
の
交
付
を
希
望
す
る
人

は

i
i
h
2
8
i

f帳
ま
た
は
機

f
Fぜ
て

市

役

断

M
F

生
現
へ

園
戦
傷
病
者
手
幅
所
持
者
は

園
祭
車
券
掴
引
揖
E
由
掴
事
を

E
型
車

Z
3
2
m
z

i
i
i
i
z
L
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が
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ま
す
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の

人

員

傷

害

4
t
A

っ
て
厚
生

?
G
Z
A
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?

?

?

し

て

〈

だ

き

い

主

筒

求
さ
れ
た
引
侠
留
置
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後
日
刷
協
き
れ
た
愈

口
で
交
付
し
ま
す

く

;
iへ

圃
老
人
保
健
医
療
入
院
時

国
一
部
負
担
壷
白
亜
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入
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L
t
tき
l
i
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係
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4
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1
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1
日
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っ
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さ
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・
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i
E
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S
E
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E
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塑

U
従
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l
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f
t医
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贋
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に

i
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2
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E
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2
2
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2
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I
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岡
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】
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減
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催
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z
s
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E
S
-
-
1
5日

7
5日

を
除
〈
}
午
後

6
崎
学
、

8
時
学

問
M

E
R
T-品
の

人

b
'Z

胴

8
千
門

=
8
0
3
2日

【取
し
治
生

往
復
は
が
き
に
殺
事
名
コ

l
λ
乞

2
2
5信
号
車

t
eい
て
品
目

1
1
1同
七

ン，f
ヘ
(
-
歓

l'一
人
1
敏
喝
1
コ
!
ス

T
-R
習
は
号

園
と
み
の
里
地
堪
ふ
れ
あ
い
会
館

圃

守
略
的
。
山
町
曹
〒

a-o一
一
一l

-

Z
7
0
-R

E
-
-八一色

徹
夜
の

S
S
S
T
I
--往

z
f
E
L込
ん
で
〈

E
い
多
い

雪ば

1

【
-
般
向
を
】

・
啄
b

広
げ
-n餐
b

a

め
る

2
3
Q
3
2
1
7
i
Zぬ

里
T

i骨
量

3
2
2

(航

1
3火
砲
川
午
後
}
⑤
川
卿
敏
盆

一第

2

4

4

日
午
前
一
宮

2
2

(第

1
4喧
日
午
嶋
一
室

E
Z

Q

h

(

第
2

4
水
曜
日
午
前
)
お

下

ル

ペ

f
-喜

一

敏

2

4
令
官
午
前
一

言書

E
t
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(
m
l

3

十

f前

)31(鰐

2

3

6

一
回
曜
日
午
後
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白
子
例
制
自
問

az-
興
味
あ
る
こ
と
を
受
し
〈
学

べ
る
政
訟
で
す
①
子
検
習
字
骸
定
〔
・

1
3広
曜
日
午
後
)
⑦
イ
倹
館
一
陶
工
作
民

;

;

曜

日

l
iイ

ラ

ス
ト

E
F

‘
土
曜
日
午
嶋
高

司
後
の
掴
碍
)
⑨
ず
俄
英
語
級
事
二
郎

2

4

土
曜
凶
午
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)
i
i
;
2

2曜
日

5
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-
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7
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i
i
i
n

Eな
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F
E
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i
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す
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ネ
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E
R
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b
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ド
聞
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E
H
t
l
l
h
u
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と
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3
M
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後

i
?
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i
i
i
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二
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B
i
z
-

つ

F
書
会

(e七一

1
o
f
g
g

i
E
f
t
-九

E

へ・

ス
ポ
ー
ツ

圃
市
勘
錆
ス
ポ
ツ
青
年
園
田

園
畳
録
団
を
募
集

6
3
7ソ
E
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子
夜
間

信一度
の
笠
紛
閣
を
第
集
し
ま
す
を
訂
却
す
る

と
問
団
本
節
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
さ
に
自

で

i
z
z
z
z事
f
i
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島
岡

4
1
7品
毎
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更
新

i
Z
1
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}
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ポ
ー
ツ
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V
B
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量
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v
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園
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年
盆
保
険
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分
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納
期
限
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す
・
納
付
に
は
便
利
窓
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座
銀
笛
を
利
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し
て
く
だ
さ
い
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-
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《
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町
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ヌ
政
重

と
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u
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日
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草
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f
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ミ
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・
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i
E
F
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E

S
4
2
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T
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5
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鉛
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ミ
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S
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6
2
i
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《
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鎗
【
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a
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・
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-
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日

目

8
2で
で
き
る
肩
こ
り
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'
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i
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防
T
i
1
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'
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